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常
井
洋
治
委
員
︵
自
民
︶　

畜
産
試
験
場
跡

地
の
利
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
中
央
病
院
の

移
転
先
と
し
て
の
利
活
用
も
視
野
に
入
れ
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

仮
に
全
体
を
移
す
と
す
れ
ば
北
側
の

土
地
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
が
、
建
替
え

は
、
将
来
の
医
療
需
要
、
地
域
医
療
構
想
な

ど
を
勘
案
し
、
中
長
期
的
視
点
で
検
討
す
る
。

鈴
木
将
委
員
︵
自
民
︶　

老
朽
化
の
著
し
い

水
戸
市
に
あ
る
県
営
球
場
の
今
後
の
あ
り
方
、

整
備
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

教
育
長　

県
営
球
場
は
、
ま
だ
使
用
で
き
る

状
況
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
建
て
替
え
る
時
期
に

き
て
い
る
の
も
事
実
か
と
思
う
。
県
内
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
財
政
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
長
期
的
に
検
討
し
て
い
く
。

齋
藤
英
彰
委
員
︵
民
主
︶　

九
月
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

知
事　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
よ
る
支

援
を
被
災
者
が
等
し
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
の
変
更
を
国
に
対
し
要
望
す
る
ほ
か
、

県
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
予
算

の
増
額
を
行
い
、
対
応
し
て
い
く
。

江
尻
加
那
委
員
︵
共
産
︶　

鬼
怒
川
の
堤
防

整
備
率
は
、
栃
木
県
側
の
六
二
・
七
㌫
に
比

べ
、
本
県
は
一
六
・
八
㌫
と
遅
れ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

国
に
対
し
、
河
川
改
修
の
早
期
完
成

に
向
け
て
引
き
続
き
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て
も
必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
、
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

下
路
健
次
郎
委
員
︵
自
民
︶　

安
定
ヨ
ウ
素

剤
※
の
事
前
配
布
に
係
る
取
り
組
み
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長　

医
学
・
薬
学
以
外
の
原
子

力
防
災
に
関
す
る
一
般
的
な
質
問
に
つ
い
て

も
適
切
に
回
答
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い

る
。
関
係
各
課
お
よ
び
市
や
村
と
引
き
続
き

連
携
を
強
化
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
配
布
が
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
く
。

田
村
け
い
子
委
員
︵
公
明
︶　

今
後
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の
た
め
の
体
制
づ

く
り
に
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

体
制
構
築
の
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
調
整
会
議
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

の
重
要
性
を
関
係
者
間
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
間
の
取
り
組
み
に
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

　次回の、平成27年第4回定例会は、12月1日から15日までの
15日間の会期日程で開催予定です。

西
野
一
委
員
︵
自
民
︶　

地
方
創
生
の
カ
ギ

は
人
材
で
あ
る
。
地
方
創
生
を
担
う
職
員
づ

く
り
に
、
今
後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

職
員
が
意
欲
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

政
策
を
企
画
・
実
行
で
き
る
よ
う
、
県
庁
外

部
の
多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
、
発
想
に
触

れ
、
感
性
を
磨
い
て
い
く
た
め
の
研
修
の
実

施
や
制
度
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

臼
井
平
八
郎
委
員
︵
自
県
ク
︶　

本
県
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
今
後
二
年
間
の
知

事
の
県
政
運
営
に
つ
い
て
抱
負
と
決
意
は
。

知
事　

今
後
は
、
特
に
世
界
に
開
か
れ
た
い

ば
ら
き
づ
く
り
、
女
性
の
活
躍
促
進
、
県
北

振
興
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
日
本
を

リ
ー
ド
し
、
我
が
国
の
発
展
の
一
翼
を
担
え

る
い
ば
ら
き
の
実
現
に
向
け
精
一
杯
努
め
る
。

田
山
東
湖
委
員
︵
自
民
︶　

大
規
模
災
害
に

対
応
す
べ
く
県
と
市
町
村
と
の
避
難
に
係
る

連
携
組
織
の
常
設
化
の
検
討
を
提
案
す
る
が
。

知
事　

ま
ず
は
市
町
村
の
災
害
対
応
力
の
向

上
が
重
要
で
あ
る
。
避
難
勧
告
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
こ
れ
を

情
報
交
換
の
場
と
し
て
残
し
、
関
係
機
関
の

連
携
体
制
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◆
新
議
員

　

七
月
十
二
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
東
茨

城
郡
南
部
選
挙
区
再
選
挙
で
当
選
し
た
長

谷
川
重
幸
議
員
が
、
文
教
警
察
委
員
会
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
豪
雨
被
害
に
係
る
御
見
舞
金
】

（
十
月
二
十
三
日
現
在
）

　

他
都
県
議
会
か
ら
、
本
県
へ
御
見

舞
金
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
議
会　
　

五
十
万
円

佐
賀
県
議
会　
　

三
十
万
円

兵
庫
県
議
会　
　
　

十
万
円

奈
良
県
議
会　
　
　

十
万
円

愛
媛
県
議
会　
　
　

十
万
円

大
分
県
議
会　
　
　

十
万
円

長
崎
県
議
会　
　
　

十
万
円

ことば ※【安定ヨウ素剤】…原子力発電所などの事故で発生した放射性ヨウ素による甲状腺被ばくを低減する薬剤。

鬼怒川の応急復旧工事の様子（９月１８日現在）

ボランティアセンターの様子（９月１８日現在）

予 算 特 別 委 員 会

常と
こ
い井　

　

洋よ
う
じ治　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

齋さ
い
と
う藤　

　

英ひ
で
あ
き彰　︵

民　
　

主　
　

党
︶

江え
じ
り尻　

　

加か

な那　︵
日
本
共
産
党
︶

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

田た
む
ら村　

け
い
子こ　︵

公　
　

明　
　

党
︶

西に
し
の野　

　
　

一
は
じ
め　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎　︵

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

田た
や
ま山　

　

東と
う
こ湖　︵

い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、

対
策
を
集
中
的
に
審
議

月日 曜 議 事 予 定

12 . 1 火 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

2 水 休会（議案調査）

3 木 休会（議案調査）

4 金 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

5 土
6 日

7 月 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

8 火 休会（常任委員会）

9 水 休会（常任委員会）

10 木 休会（地方創生に関する調査特別委員会）

11 金 休会（決算特別委員会）

12 土
13 日
14 月 休会（議事整理）

15 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

予 算 特 別 委 員 会

お知らせ

議
会
人
事


